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6 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

在宅で学生が授業配信を見て練習を実施

【学生からの意見】
・入学後、実技の授業ができない
という不安があったが、授業が
配信をされたことで、イメージ
がつきやすかった。
・何度も家で練習できるので、
対面授業が始まってから、早く
クラスメイトと練習したいという
気持ちがもてた。
・何度も説明や動きを見直すこと
ができたので理解しやすかった。

5 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

4 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

遠隔授業の実施（２０２０年４⽉〜５⽉）

対面授業が始まった時に効率よく実技が習得できるよう
基本的な考え方とからだの使い方等の動画を作成

3 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の流れ

（１） 生活支援技術を遠隔授業として行った実践報告 １０分

（２）
ＩＣＴを活用した新しい生活支援技術
学生間・教員間のピアレビューについて

１５分

（３） ＩＣＴを取り入れた授業の成果と課題 ５分

2 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の目的

遠隔授業を柔軟に取り入れることで、
教授方法を増やすことができる。

遠隔授業の手法を取り入れ、他の

授業を観ることにより職員間で科目

の連携を図ることができる、学生同

士・教員間でピアレビューすることが

できる。

1 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

令和２年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金（社会福祉推進事業分）
「介護福祉士養成施設の教員の教育力向上に関する調査研究事業」

介護福祉士養成課程の教員の教育力向上に向けたモデル研修

分野Ⅳ 教育方法に関すること

科目15 ＩＣＴを用いた新たな授業方法

公開期間︓令和３年３⽉３⽇〜１２⽇

吉岡 俊昭 ／ トリニティカレッジ
広島医療福祉専門学校

対象︓全教員

①⽣活⽀援技術を遠隔授業として⾏った成果と課題
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12 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

実技ノートの一例

基本的な考え方や要点の理解が深まる機会となっている
11 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

要点を実技ノートにまとめる

自宅で実技ノートを
まとめる学生

まとめ方は自由 個々の学生がそれぞれ工夫して作成

10 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

授業外でも動画を活用

放課後自主練習をしている学生
9 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

接触の機会を減らすだけでなく、自分が行っている介助を
客観的に見て分析できる機会となっている。

ＩＣＴを活用したピアレビュー（学生間）

8 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

学生同士で介助している動画を撮影

授業にスマホを持ち込めるようにし、こまめに動画を撮影するように変更
7 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

グループに分け授業を開始（２０２０年６⽉〜）

３６人を４グループに分け対面授業を開始
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18 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

まとめ

ＩＣＴを活用した教育の先に
ＩＣＴが活用できる介護福祉士が育つ

17 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

•教員が写真や動画を撮る角度を的確に指示す
ることで、要点が伝わりやすく授業の進行が
円滑になる

•今後も柔軟な発想でＩＣＴを活用し、学生の
学びを深めていく

ＩＣＴを活用した授業の課題

16 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

•教員が授業で一度した実技を何度も繰り返し
見られることで習得しやすくなった

•自分の実技を客観的にみることで、正しい方
法との違いがわかりやすくなった

•以前よりも動きに関する細かい質問が教員に
できるようになった

•教員自身も自分の実技を見直す機会となって
いる

ＩＣＴを活用した授業の成果

15 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

ＩＣＴを活用したピアレビュー（職員間）

学生の現在の能力を学科の教員間で共有できることで、
一貫した指導を行うことができる

14 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

実技試験でもＩＣＴを活用

学生が、実践した支援を
根拠立てて

言語化できるようになる

13 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

実技試験でもＩＣＴを活用
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6 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

高校生介護技術コンテスト

04

03

02

平成23年
第1回全国高校生介護技術コンテスト開催（鹿児島）

01

平成25年
第1回群馬県高校生介護技術コンテスト開催（関東初）

平成28年
第1回関東高校生介護技術コンテスト開催（神奈川）

令和元年
第８回全国高校生介護技術コンテスト開催（新潟）

5 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

高等学校の学科別生徒数（本科）平成30年度

文部科学省 学校基本調査－平成30年度結果の概要－

１

4 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

高校生福祉研究発表会
学びを止めるな！！

http://www.free-powerpoint-templates-design.com

3 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の流れ

（１）
高校生福祉研究発表会の報告
（群馬県大会と関東大会）

１５分

（２）
Chromebook

（Google の Chrome OSを搭載したPC)
を活用した授業実践報告

１５分

2 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本研修の目的

ＩＣＴ初心者でも使用できるGoogle社
のGSuiteを活用した福祉教育につい
て知る。

アプリケーションツールを活用し、
遠隔授業でも対面授業でも双方向の
授業ができる可能性について考える。

1 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

令和２年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金（社会福祉推進事業分）
「介護福祉士養成施設の教員の教育力向上に関する調査研究事業」

介護福祉士養成課程の教員の教育力向上に向けたモデル研修

分野Ⅳ 教育方法に関すること

科目15 ＩＣＴを用いた新たな授業方法
②ＩＣＴ（Google社のG Suite）を活用した、双方向性の授業展開

－福祉系⾼等学校におけるＩＣＴの活用を例に－

中山 ⾒知⼦／群⾺県⽴伊勢崎興陽⾼等学校

対象︓全教員

公開期間︓令和３年３⽉３⽇〜１２⽇
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福祉研究発表会

リモートでできる
自由な方法で発表！

発表する

マナーを守った発言。
ホワイトボードの活用

振り返る（カンファレンス）

専門職によるリモート指導
講評（デブリーフィング）

01

02

03

12 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会11 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

神奈川県⽴津久井高等学校 福祉科３年
考える会代表 山際 桃佳 谷口 賢史 和田 彩季

考える会会員 3年６組のみんな

日立さんを考える会
フローチャー
トから私たち
が考えたこと

10 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

〜安⼼・安全を確保したポジショニングへ
のアプローチから〜安⼼・安全を確保した介護技術

〜⾃⽴⽀援を基礎とした適切な拘縮ケアの視点から〜
群馬県⽴新田暁高等学校 アミン美玖 津久井菜々花

9 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

福祉研究発表会 課題
日立 竜さん(75才・男性)は２年前に脳梗塞で倒れ、左片麻痺と脳血管性認知症

の症状があります。介護老人保健施設に入所していましたが、１年前に特別養護老
人ホームに移ってきました。

入浴を終え、シャワーキャリーで脱衣場にいます。身体は拭き終わっています。
脱衣場の椅子に移乗して服（肌着・下着）を着るまでの支援をしてください。暑が
りなので下着を着用後に整容をしてから衣服を着用します。着衣後は整容を行う予
定です。

左上肢は拘縮が強く痛みを伴うためご自分で動かすことが困難であり、ポジショ
ニングが崩れやすく、座位が安定しないことがあります。普段はわずかな距離であ
れば車椅子で自走されていますが、左側への注意が向きにくい場面が見られます。

立位は、介助者の支えがあれば可能ですが、立位保持能力の低下や痛みがある為、
急な膝折れが見られます。

8 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

学びを止めるな！
高校生介護技術コンテストに代わる大会を

リモートで！

7 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

COVID-19 感染拡大

中国武漢で原因不明の肺炎
厚労省が注意喚起

2020.1.6

安倍首相、全国全ての小中高校
に臨時休校要請の考え公表

2020.2.27

センバツ高校野球
初の中止決定

2020.3.11

COVID‐19 トラッカー https://www.bing.com/covid
新型コロナウイルス感染症対策 時系列表
https://www.nishi.or.jp/kurashi/anshin/infomation/k_000120200407.files/kensyouhoukokusyo_itiran.pdf
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18 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

Jamboardの使い方

ここ！

17 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

16 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

Chromebook
（Google の Chrome OSを搭載したPC)

を活用した授業実践報告

15 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

福祉研究発表会
学びを止めるな！高校生介護技術コンテストに代わる大会をリモートで！

準備や指導は大変だが、
学びは大きい

参加して良かった！
01

デバイスの扱いや接続が難しい
研修が必要

リモートの研修を！
02

ＩＣＴを活用すればよいのではない
アナログの活用も

ＩＣＴは手段として活用
03

次はどんな学びを
一緒に創る？

14 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

リモートでの開催という新しい形で研究発表ができて
とても勉強になった。

リモートをする時の注意点や改善点も勉強になりまし
た。今後、私達も活用して行けそうです。

リモートはアクシデントがつきものですが、その場合
の対応も落ち着いて本部の生徒さんが対応されていた
と思います。

ネット環境が悪く、スムーズにいかないこともあった
ので、そこが良くなればいいなと思いました。

介護技術コンテストと両輪をなす取り組みなので、生
徒の学習を深めるために実施できたらいいと思う。

発表とても良かった！

来賓・一般 アンケート（関東大会）

リモートの
改善が必要

13 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

教科書通りのことだけではなく、より深掘り
し研究されていて興味深い内容ばかりで勉強に
なりました。

コミュニケーションも大切なので、きちんと
利用者さんの興味がある話題を振るなどきめ細
かな配慮がされていてとても良かったです。

きめ細かな一つ一つの配慮が安心感に繋がり
利用者としてもお手伝いをお願いしやすい関係
性になります。

発表とても良かった！

来賓・一般 アンケート（群馬県大会）

とても
良かった

良かった
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24 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

Jamboardの使い方

23 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

Jamboardの使い方

22 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

Jamboardの使い方

ここ！

21 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

Jamboardの使い方

①ファイルの
名前を付ける

②ＯＫを
クリックする

20 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

Jamboardの使い方

19 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

Jamboardの使い方

ここ！
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30 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

30

研究発表会の準備

29 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

29

ドキュメントでの課題配布

28 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

28

Classroomの使い方

27 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

27

Classroomの使い方

26 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

26

25 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

Jamboardの使い方
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34 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

上手くできなくても
やってみよう

やってみる勇気

33 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

33

研究の様子

初めての⾞椅⼦だったので、
モタモタしていたらギリギリ
セーフでした(・×・;)

32 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

32

研究の様子

31 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

31

研究発表会の準備
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6 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉施設の地域における役割

トリニティ老人ホーム

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷

ほのぼの町

5 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

これからの介護福祉士の役割

これからの
介護福祉士の役割

4 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

介護福祉士養成課程の
教育内容の見直し（概要）

①チームマネジメント能力を養うための教育内容の拡充

②対象者の生活を地域で支えるための実践力の向上

③介護過程の実践力の向上

④認知症ケアの実践力の向上

⑤介護と医療の連携を踏まえた実践力の向上

3 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の流れ

（１） 介護福祉士が地域を学ぶ必要性 ５分

（２） 学生がチームで行う地域活動の実践報告 ２０分

（３） 「地域」を学ぶ授業の成果と課題 ５分

2 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

本科目の目的

介護福祉士が地域を学ぶ必要性を理解で
きる

介護福祉士養成において学生が地域と関
わることの必要性を理解できる

学生と地域資源のつながり方を学ぶことが
できる

実践を通してチームをマネジメントする必要
性を理解できる

1 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

令和２年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金（社会福祉推進事業分）
「介護福祉士養成施設の教員の教育力向上に関する調査研究事業」

介護福祉士養成課程の教員の教育力向上に向けたモデル研修

分野Ⅳ 教育方法に関すること

科目16 「地域」を学ぶ授業のつくり方
公開期間︓令和３年３⽉３⽇〜１２⽇

吉岡 俊昭 ／ トリニティカレッジ
広島医療福祉専門学校

対象︓全教員
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12 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会11 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

一昨年の忘年会の様子

10 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

０体操の前にお話している様子
月に一度はお楽しみ会も実施

9 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

トリニティ楽々体操

毎週水曜日『いきいき100歳体操』の
運営に関わらせてもらっています

8 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

活動内容 関連機関等

1 トリニティ楽々体操（幟町） 地区社協、⺠生委員
町内会、地域包括、老人会

2 地域清掃、公⺠館活動、⼩学校訪問

3 地域のデイサービスでレクリエーション巡り 高齢者施設

4 地域のデイサービスでレクリエーション巡り 高齢者施設

5 １００歳いきいき体操（南区スーパー） 地域包括

6 地域の花壇や畑のお手伝い、買い物の付き添い 地域包括、老人会

7 地域で行う体力づくり活動のお手伝い 地域包括、老人会
8 健康体操のDVDの作成 高齢者施設

各グループの活動内容

毎週水曜日の午前中、担当グループで活動を実施
7 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

地域いきいきプロジェクト

学生数89名（2020年度）１.２年生を８グループに分け
２グループに１名の担当教員を配置
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18 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

毎月諸経費を届出

17 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

各グループに
活動報告書と
USBを準備

グループ内で回覧し、
見た学生はサインをして
担当教員が最後に確認
する。

活動後は実施内容を報告書に記入

各学生が確認したら印鑑を押し
最後に担当教員が印鑑を押します。

各学生が確認したら印鑑を押し
最後に担当教員が印鑑を押します。

16 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

地域の⼩学校訪問授業

15 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

健康体操のDVD作成

14 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

公⺠館でお楽しみ会の開催

13 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

地域の広場で体力づくり（ペタンク）
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21 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

まとめ

福祉施設で活躍する介護福祉士の養成から
地域で活躍する介護福祉士の養成へ

20 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

今後の課題

•報告会の実施
•チーム内でのリーダーシップとフォロアーシッ
プの強化

•学生の発想力と実行力を引き出す環境作り
•地域で暮らす高齢者の身近な困りごとへの対応
•小学生と高齢者を学校を拠点につなげていく
•学科教員が今以上に地域に興味を持ち自ら地域
へ出向いていく

19 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会

• 地域の方が学校の備品や空き教室を使いたいと言われる
ようになった。

• 地域の会議に呼ばれるようになった
• 学生が地域のお年寄りと顔なじみになり、自分から声掛
けができるようになった

• 1年、2年生の連携が取れるようになった
• 卒業して自分の職場でもやっていきたいという声が出る
ようになった

• 自分の学校を今まで以上に大事にするようになった
• 近くの小学生が学校帰りに寄ってくれるようになった

活動の成果
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